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第1章 全体俯瞰 統計分析

◆分析対象の特許群について

今回の分析にあたって1993年から2010年6月までに公開され、出願日が1992年以降である「リチウム
イオン二次電池用合金系負極」の公報群1,168件を抽出した。
特許群については、まず「リチウムイオン二次電池全体」を定義し、そこから「リチウムイオン二次電池用電
極」を抽出、さらに「リチウムイオン二次電池用負極」を抽出した。最終的にリチウムイオン二次電池用負極
関連特許群から合金系電極に関するIPC（H01M4/134、H01M4/1395）、FI（H01M4/02 105、
H01M4/02 112)を含む特許を抽出し、残りの負極関連特許群からFI:H01M3/38Zを含み、炭素系電極
に関するIPC（H01M4/133、H01M4/1393）、FI（H01M4/02 104、H01M4/02 111、H01M4/58 
102、H01M4/58 103）、タイトル中キーワード「カーボン」、「黒鉛」のいずれも含まない特許を抽出。これら
の特許群を分析対象特許群とした。
（※詳細は巻末の参考資料2-3を参照）

1

1-1 出願件数の推移

図表１

特許出願は2000年代になり急増

特許出願件数の推移を図表１に示す。
2000年代に入り出願件数が増加し始め、2002年から2006年の間は年100件以上で推移。しかし、
2007年に入り急減している。
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1-2 ステータス状況の変化（直近3年）

２

権利継続中が95件（12.3%）から322件（27.6%）と着実に権利化が進行

図表3及び図表4はそれぞれ2010年8月時点と2006年12月時点での、全公報におけるステータス
の状態を現したものである。2006年12月時点では審査中の特許が41.5%と多く、権利継続中のもの
はわずか12.3%であったが、2010年8月では審査中のものが31.8%と減少し、権利継続中のものが
27.6%と増加している。このことからも当該分野が成長領域であることが伺える。

図表3

≪2010年8月時点≫

図表4

≪2006年12月時点≫
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3

パテントスコアのレイティングA－以上は３２件（５.１%）から５７件（6.8％）へと微増

図表５及び図表６はそれぞれ２０１０年８月及び２００６年１２月時点での有効特許公報について
パテントスコアを算出し、そのレイティング分布を現したものである。
レイティングA－以上は２００６年１２月時点で３２件（５.１%）から、２０１０年８月時点で５７件（6.8％）
へ微増となっている。

1-3 パテントスコアの分布状況の変化（直近3年） (パテントスコアについてはP8を参照）

図表5

図表6

≪2006年12月時点≫

≪2010年8月時点≫
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1-4 企業別 出願件数ランキングの変化（直近3年）

出願特許件数第1位はソニーで238件の出願特許

図表7は2010年8月時点での出願特許件数上位20位までの企業による件数ランキングである。
5位のSAMSUNG SDIや6位の日立マクセル及び8位の三菱化学が本分野へ積極参入している事
がわかる。

図表7

4

【特許出願件数上位10位】
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1-5 パテントスコアの観点から見た権利者スコアマップの変化（直近3年）

総
合
的
な
強
さ

個別特許の強さ図表8

円の大きさ：特許件数
横軸（個別特許の強さ）：各権利者の特許群の中で最高値の特許のスコア＝権利者最高スコア
縦軸（総合的な強さ）：各権利者の特許群のスコアを合算した値＝権利者スコア

図表８及び図表９は、それぞれ２０１０年８月及び２００６年１２月時点での権利者スコアマップである。

(権利者スコアマップについてはP9を参照）
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個別特許の強さ図表9

≪2006年12月時点≫

≪2010年8月時点≫
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1-5-1 権利者スコアランキング（図表8、9縦軸）

(権利者スコアマップについてはP9を参照）

図表10

特許総合力1位のソニーがさらに躍進

図表１０は権利者スコア（図表８、９縦軸）に関する上位１０社のランキングである。権利者スコアとは
パテントスコアを活用して当該技術分野における各企業の総合力を算出したものであり、この数値が高い
ほど注目度が高く、他社への牽制力が高い事を示している。

１位のソニーは２００６年１２月時点より首位の座をキープしており、２０１０年８月の時点で２位のパナソ
ニックを大きく引き離してさらなる成長を遂げていることがわかる。また９位の三菱化学や１０位の信越化
学工業はそれぞれ１４位及び２０位から大躍進を遂げていることがわかる。

【権利者スコア上位10位】
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特許個別力もソニーの特許が著しく躍進

図表１１は各企業の特許個別力を反映した権利者最高スコア（図表８、９横軸）のベースであるパテント
スコアの上位１０位のランキングを示している。

ソニーよる「電池」特許が２０１位（２００６年１２月）から大躍進で１位（２０１０年８月）を獲得。

続いて、大同特殊鋼の「リチウム二次電池用負極活物質およびリチウム二次電池」特許
ソニーの「二次電池」特許、三井金属鉱業の「非水電解液二次電池用負極及びその製造方法」
ソニーの「負極材料およびその製造方法並びに二次電池」 が、高スコアを獲得している。

【パテントスコア上位10位】

1-5-2 パテントスコアランキング（図表8、9の横軸） (パテントスコアについてはP8を参照）

図表11
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第２章 参考資料

2-1 パテントスコアについて

※ 2007年8月末までの情報により作成

特許情報データベース

レイティング C-- C- C C+ B- B B+ A- A A+ A++ A+++

パテントスコア 5未満 5～15 15～25 25～35 35～45 45～55 55～65 65～75 75～85 85～95 95～105 105以上

出現率 0.0003 0.023 0.6 6.06 24.17 38.29 24.17 6.06 0.6 0.023 0.0003 0.000002

パテントスコアは、特許自動評価システムにより特許1件ごとに算出された値であり、計算には特許
の審査経過情報や書誌情報といった公知情報のみを利用することで、客観的な評価を実現しました。
評価対象は国内の権利化された特許および権利化の可能性のある特許全て（約300万件以上）で、
自社特許の棚卸し分析や、他社保有の膨大な特許ポートフォリオのマクロ分析はもちろん、注目する
各個別特許の予備評価として人的評価前のスクリーニングにも活用することができます。

パテントスコアは、特許出願後査定に至るまでの出願
人・審査官・競合他社のアクション（経過情報）を同一
技術分野及び出願年の特許群の中で相対比較し、相
対的な偏差値として算出した値です。

また、相対評価は同一技術分野かつ同一出願年の特
許群内で行うことにより、技術分野別の権利化難易度
や、古い特許ほど経過情報が付与される傾向、特許審
査制度の変更などの影響を緩和しています。
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各経過情報について、特許の維持率との相関を算出し、
維持率が高い審査経過情報が付与された特許ほど、よ
りパテントスコアが高評価となるように自動算出すること
で客観的な特許評価を実現しています。
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2-2 権利者スコアマップについて

権利者スコアマップについて

権利者最高スコアは、主に各企業が出願した個別特許の強さ（注目度）を反映した指標であり、出願件数
が少なく、権利者スコアが低い企業でも、注目度の高い特許を出願していれば、横軸の高スコア領域に表
示されます。また、権利者スコアは、各企業が出願した特許群の総合的な強さを反映した指標であり、出願
件数が少なくても、注目度の高い特許を多く保有していれば、縦軸の高スコア領域に表示されます。

本分析では、パテントスコアをベースとして、権利者（※）ごとの相対的な強みや特徴を、「円の大きさ」と、そ
の「ポジション」によって可視化する「権利者ポジションマップ」を使って評価しています。権利者ポジションマッ
プの円の大きさは「出願件数」を、横軸は各企業の特許群の中で最も得点が高い特許のスコア（「権利者最
高スコア」）を、縦軸は各企業が出願した特許群のスコアを合算した値（「権利者スコア」）を表しています。

なお、パテントスコアの集計に際しては、分析対象特許群の中で再度平均値を算出、その平均値がゼロと
なるようにパテントスコアを再計算しています（標準化）。そのうえで、企業（権利者）別のパテントスコアの合
算は、再計算したパテントスコアがゼロ以上のとなる特許のみを集計対象としています。このようにすること
で、単純に件数が多ければ総合力（縦軸）が上がる、という効果を緩和しています。

※「権利者」について
本分析では、企業（および大学・研究機関等）に関する分析をする際に、権利者の情報を用いております。こ
れは、公報に記載されている出願人の情報から、発行後の権利移転を反映したものです。権利移転が全く
ない場合は、「権利者」と「出願人」は一致します。出願・審査中で特許として未登録（＝特許査定を受けて
いない）の特許出願に対しても、「権利者」としています。また、失効した特許に関しては、失効時点での権
利者になります。

三洋電機

ブリヂストン

キヤノン

住友電装

カネカ

大日本印刷

シャープ

京セラ

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0 5 10 15 20 25 30 35 40

出願人最高スコア

出
願
人
ス
コ
ア

横軸：企業（権利者または出
願人）ごとにパテントスコアの
最高値を抽出。この分類にお
ける１件の強い特許（光る技
術）を探索。

縦軸：企業（権利者または出

願人）ごとにパテントスコアを
積算。現在の「特許力」がわ
かる。 直径：企業（権利者または出

願人）ごとに出願した特許数
を表現。当該分野に投入した
リソースの大きさがわかる。

権
利
者
ス
コ
ア

権利者最高スコア

簡易コンサルD
SAMPLE

9



先端技術分野における注目企業の成長性 ： リチウムイオン二次電池 合金系負極

Copyright © 2010 Patent Result Co., Ltd. All rights reserved. 

2-3 分析対象特許の抽出について

10
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公開特許公報 ：1993年1月～2010年6月
特許公告公報 ：1994年1月～1996年6月
特許公報 ：1996年5月～2010年6月
再公表特許公報 ：1996年1月～2010年6月
公表特許公報 ：1996年1月～2010年6月
整理標準化データ ：～2010年6月23日
(特許庁データ作成日) 
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